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公益社団法人 草加青年会議所 

２０１４年 十二月第１例会（第１０５回通常総会） 

日 時：２０１４年１２月５日（金） 

１９：００~２２：００ 

場 所：埼玉屋旅館 会議室 

理事長：吉村 篤 

担 当：総務グループ 

                                     

＜ 次 第（案）＞ 

１．開会点鐘 

    ２．国歌並びにＪＣソング斉唱 

    ３．ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄ唱和 

 ４．ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎ唱和 

 ５．ＪＣ宣言朗読並びに綱領唱和 

    ６．関東地区宣言 

    ７．理事長挨拶 

８．例会主題 

第１部 第１０５回通常総会 

第１号議案 ２０１４年度第２次補正予算（案）承認に関する件 

第２号議案 ２０１５年度事業方針並びに事業計画（案）承認に関する件 

第３号議案 ２０１５年度収支予算（案）承認に関する件 

第４号議案 ２０１５年度公益目的事業計画書（案）承認に関する件 

第５号議案 ２０１５年度資金調達及び設備投資の見込み（案）に関する件 

主旨説明 

第２部 「卒業生大いに語る」 

９．会員消息 

    １０．出席率報告 

 １１．監事講評 

    １２．次回例会予告 

    １３．若い我等斉唱 

１４．閉会点鐘 

 



 

ＪＣ宣言 

日本の青年会議所は 

混沌という未知の可能性を切り拓き 

個人の自立性と社会の公共性が 

生き生きと協和する確かな時代を築くために 

率先して行動することを宣言する 

（2001年 10月 12日全国会員大会総会採択） 

 

綱領 

われわれ JAYCEEは 

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し 

志を同じうする者、相集い、力を合わせ 

青年としての英知と勇気と情熱をもって 

明るい豊かな社会を築き上げよう 

（1960年 12 月 日本青年会議所 総会決定） 

 

The Creed of Junior Chamber 

International 

We believe : 

That faith in God gives meaning 

and purpose to human life; 

That the brotherhood of man 

transcends the sovereignty of nations; 

That economic justice can best 

be won by free men through free enterprise; 

That government should be of laws rather than of men ; 

That earth's great treasure lies in human 

personality; 

And that service to humanity is the best work of life. 
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関東地区宣言 

 

われわれは 

国づくりの先駆者として 

責任と誇りをもち 

愛する地域のため 個を確立し 

同じ価値観のもと 共創しあい 

関東地区は 

日本の礎となる事を誓う 

ＪＣＩ Ｖｉｓｉｏｎ 

To be the leading global network of young 

active citizens. 

ＪＣＩ Ｍｉｓｓｉｏｎ 

To provide development opportunities that empower 

young people to create positive change. 





第 １ 号 議 案 資 料 

 

２０１４年度第２次補正予算（案）承認に関する件 

 

 

 

 



公益社団法人　草加青年会議所　２０１４年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入 　 　

① 入会金収入

入会金収入 400,000 400,000 0 20000×20名

② 会費収入 　

　 正会員会費 5,430,000 5,520,000 ▲ 90,000 120000×45名+30000x1名

新入会員会費 1,130,000 1,200,000 ▲ 70,000

特別会員会費 1,512,000 1,512,000 0 18000×７６名

賛助会員会費 36,000 36,000 0 12000×3社

③ 事業会計収入 　 　 　

登録料収入 0 0 0

広告料収入 36,000 36,000 0 18000×2社

④ 預かり金収入

預かり金収入 0 0 0 日本JC大会登録料他

⑤ 寄付金収入 　

寄付金収入 3,280,000 3,280,000 0 ブロック大会寄付金　春秋会・OB会・現役等

⑥ 雑収益 　

受取利息収入 1,000 1,000 0

その他雑収入 10,000 10,000 0 JCカード、各種共済会割戻金

⑦ 他会計からの繰入金収入 　

事業安定化会計繰入収入 2,000,000 2,000,000 0

周年事業積立会計繰入収入 0 0 0

事業活動収入計　（A) 13,835,000 13,995,000 ▲ 160,000

2 . 事業活動支出 　

① 事業費支出 　

拡大室

　会員拡大委員会

担当例会事業費 300,000 300,000 0

オープン委員会事業費 10,000 10,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

新入会員記念品費 140,000 140,000 0

わんぱく相撲運営費 160,000 160,000 0

会員拡大委員会支出計 640,000 640,000 0 旧会員拡大委員会

会員研修委員会

担当例会事業費 0 0 0

オープン委員会事業費 0 0 0

委員会運営費 0 0 0

会員研修委員会支出計 0 0 0 旧会員研修委員会

拡大室支出計 （ 640,000 ） （ 640,000 ） （ 0 ）

育成室

青少年育成委員会 　

担当例会事業費 40,000 40,000 0

企画事業費 500,000 500,000 0 春フェス・ユース等

ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 10,000 10,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

青少年育成委員会支出計 580,000 580,000 0 旧青少年・国際交流委員会

育成室支出計 （ 580,000 ） （ 580,000 ） （ 0 ）

開発室

地域力開発委員会

担当例会事業費 300,000 400,000 ▲ 100,000

企画事業費 300,000 300,000 0

増減

事業活動収支の部

一般会計第２次補正収支予算書（案）

　自　２０１４年 　 １月  １日

  至　２０１４年　１２月３１日

摘要2014年度補正予算科　　　　　　目 2014年度第２次補正予算



ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 10,000 10,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

地域力開発委員会支出計 640,000 740,000 ▲ 100,000 旧地域創造委員会

開発室支出計 （ 640,000 ） （ 740,000 ） （ ▲ 100,000 ）

事務局・財政局 　

　総務グループ

担当例会事業費 80,000 80,000 0

ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 5,000 5,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

総務関係費 350,000 350,000 0 　

報告書作成費 100,000 100,000 0

法人格登録費 20,000 20,000 0

記録費 5,000 5,000 0

広報費 50,000 80,000 ▲ 30,000 HP管理料

総務グループ支出計 640,000 670,000 ▲ 30,000 旧事務局財政局

事務局・財政局支出計 （ 640,000 ） （ 670,000 ） （ ▲ 30,000 ）

選挙管理委員会 　

選挙管理委員会 　

オープン委員会事業費 0 0 0

公聴会関係費 10,000 10,000 0

委員会運営費 10,000 10,000 0

選挙管理委員会支出計 （ 20,000 ） （ 20,000 ） （ 0 ）

特別事業支出 　

ブロック大会事業費 5,960,000 5,960,000 0

特別事業費 180,000 348,000 ▲ 168,000 サッカー大会等

渉外事業費 151,470 151,470 0 周年事業登録料

特別事業支出計 （ 6,291,470 ） （ 6,459,470 ） （ ▲ 168,000 ）

事業会計支出 　

登録料支出 0 0 0

委員会事業支出 0 0 0

周年事業支出 0 0 0

事業会計支出計 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

事業費支出計 【 8,811,470 】 【 9,109,470 】 【 ▲ 298,000 】 (　　)の合計

② 管理費支出 　 　 　

理事会費支出 30,000 30,000 0 会場使用料

特別会議費支出 10,000 10,000 0 役員会議他

通信費支出 300,000 300,000 0 葉書電話郵送料

什器備品費支出 400,000 400,000 0 コピー使用料他

消耗費支出 200,000 200,000 0 JC手帳・事務用品

給与手当支出 1,080,000 1,080,000 0 人件費

賃借料支出 710,000 710,000 0 事務局賃借料

交際費支出 50,000 50,000 0 広告名刺代

修繕費支出 10,000 10,000 0

保険料支出 20,000 20,000 0 労働保険料

雑費支出 30,000 30,000 0 支払手数料

渉外費支出 120,000 120,000 0 出向会議費・登録料

慶弔費支出 100,000 100,000 0 冠婚葬祭費

旅費交通費支出 0 0 0 大会用旅費

諸会費支出 70,000 70,000 0 公的機関年会費

管理費支出計 【 3,130,000 】 【 3,130,000 】 【 0 】

③ 負担金支出 　

　　J C I負担金 91,080 91,080 0 1,380円×66名

日本ＪＣ負担金 375,000 375,000 0 5,000円×66名＋45,000円

関東地区協負担金 53,000 53,000 0 500円×66名+20,000円

埼玉ブロック負担金 416,000 416,000 0 6,000円×66名+20000

国際協力基金 120,450 120,450 0 1,825円×66名

日本ＪＣ出向者負担金 100,000 100,000 0 20,000円×5名

We　Believe　購読料 198,000 198,000 0 3,000円×66名



負担金支出計 【 1,353,530 】 【 1,353,530 】 【 0 】

④ 預かり金支出 【 0 】 【 0 】 【 0 】 日本JC登録料他

⑤ 他会計への繰入金支出

周年事業積立会計繰入支出 300,000 300,000 0

事業安定化会計繰入金支出 138,000 0 138,000

退職積立預金繰入支出 102,000 102,000 0

他会計への繰入金支出計 【 540,000 】 【 402,000 】 【 138,000 】

事業活動支出計　（B） 13,835,000 13,995,000 ▲ 160,000 【　　】の合計

事業活動収支差額　（A-B） 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅳ . 0 0 0

当期収支差額 0 0 0 〔　　〕の合計-予備費

　

投資活動収支の部

財務活動収支の部

予備費支出



公益社団法人　草加青年会議所　２０１４年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 0 0 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 138,000 138,000

事業活動収入計　（A) 138,000 0 138,000

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 2,000,000 2,000,000 0

事業活動支出計　（B） 2,000,000 2,000,000 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 ▲ 1,862,000 　 　 ▲ 2,000,000 　 　 138,000 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 ▲ 1,862,000 ▲ 2,000,000 138,000 　

　

事業安定化会計第２次補正収支予算書(案）

　自　２０１４年 　 １月  １日

  至　２０１４年　１２月３１日

科　　　　　　目 2014年度第２次補正予算 2014年度補正予算 増減 摘要

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部



公益社団法人　草加青年会議所　２０１４年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益

受取利息 1,000 1,000 0

⑦ 他会計からの繰入金

一般会計繰入収入 0 0 0 　

事業活動収入計　（A) 1,000 1,000 0

2 . 事業活動支出

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 1,000 　 　 1,000 　 　 0 　 　

Ⅱ .

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ .

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 1,000 1,000 0 　

　

公益事業緊急対策会計第２次補正収支予算書(案）

　自　２０１４年 　 １月  １日

  至　２０１４年　１２月３１日

科　　　　　　目 2014年度第２次予算 2014年度補正予算 増減 摘要

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部



公益社団法人　草加青年会議所　２０１４年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 500 500 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 300,000 300,000 0

事業活動収入計　（A) 300,500 300,500 0

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 300,500 　 　 300,500 　 　 0 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出 0

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 300,500 300,500 0 　

　

周年事業積立会計第２次補正収支予算書(案）

　自　２０１４年 　 １月  １日

  至　２０１４年　１２月３１日

科　　　　　　目 2014年度２次補正予算 2014年度補正予算 増減 摘要

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部



公益社団法人　草加青年会議所　２０１４年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 3,000 3,000 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 102,000 102,000 0

事業活動収入計　（A) 105,000 105,000 0

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 105,000 　 　 105,000 　 　 0 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出 0

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 105,000 105,000 0 　

　

退職金積立会計第２次補正収支予算書（案）

　自　２０１４年 　 １月  １日

  至　２０１４年　１２月３１日

科　　　　　　目 2014年度２次補正予算 2014年度補正予算 増減 摘要

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部
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２０１５年度事業方針並びに事業計画（案）承認に関する件 

 

 

 



 

公益社団法人草加青年会議所 

 2015 年度理事長所信（案） 

 

     公益社団法人草加青年会議所 

  第 47 代理事長予定者 石原 裕司 

 

 

意志と勇気！ 

～愛を以て支え・関わり・高め合う Diversity 社会の実現～ 
 

 

 

『できると思えばできる。できないと思えばできない。 

これはゆるぎない、絶対的な法則である。』                   ―パブロ・ピカソ－ 

 

 

はじめに 

過去 20 年低迷し続けた日本経済。戦後の自虐史観教育や不均衡外交が地域経済や日本人のメンタ

リティに影響し、現在の日本のシステムや近隣諸国との関係に歪みが生まれている。更に 2011 年東

日本に襲いかかった世界に例を見ない未曾有の大震災を経験し、そこから勃発した原発問題におい

ては解決するにはまだまだ時間を要する状態にある。震災復興に加え、赤字財政・少子高齢社会・

年金機構の崩壊・領土問題・教育方針の迷走など我が国日本が抱える問題はまだまだ数多く残され

ているのが現実だ。しかしながら第二次安倍晋三政権による異次元の金融緩和・積極的な財政出動・

抜本的成長戦略、所謂アベノミクスによりひとまず日本経済は新たな希望と活力を取り戻したかに

見える。キーワードは Maintain、これからの時代決して瞬間風速ではなく、いかに永く持続可能な

体質を作り上げていくのかが最も重要視されることとなるだろう。 

 

時代の潮目が正に今変わろうとしている。いや変えていかなくてはいけない。 

そしてその渦中に若い我らがいる。 

  

 

『逆境の中には、それと同じか、それ以上の成功の種が含まれている。』 

                                     －ナポレオン・ヒル－ 

 

今こそ我々が共に手を取って立ち上がり、自分達の愛する地域を見つめ直し、元来我々日本民族

が大切にしていた素養を武器に積極的に行動を起こす時である。他にまだ経験の無い、様々な問題

に直面しているこの時を好機と捉え、世界に先駆けてその解決策を見出すのだ。我々が切り拓いた

その轍を、後を継いでいく後輩達が沿っていけるように。持続可能な解決策や事業を実行していく

事により、地域がより豊かになっていけるように。我々はそうした気概と覚悟を持って、地域の発

展に関わり、また地域の子ども達をリーダーに育んでいく責任がある。大きな困難の先には必ずそ

れ以上の大きな恵みが待ち構えているのだ。 

 

 

 

地域革新の初心に戻って 

 

 草加青年会議所 創設者であり初代理事長でもある高野宰匠氏が革新の旗を掲げた年から今年で

47 年。連綿と紡いできたこの草加における青年会議所事業にも大きな変革が必要とされる時代に突



入しつつある。しかしながら先輩方の革新の志の跡がこの草加の地域の所々に見る事ができる。我々

は今その志を失ってはいないだろうか。現在の時代が提供する『当たり前の平和』に改めて疑問を

投げかけ、今一度将来ビジョンと現実のギャップについてフォーカスし、貪欲に明確な理想に向か

って事業を立ち上がらせようではないか。 

これからの時代、このまちをより良く、住み暮らす人々がより豊かな気持ちをもって生活できる

ようにする為には我々草加青年会議所として出来る事を改めて考え、広くこの地域の産・官・学と

関わり合い更に提携していく必要がある。そうすることで歴史と文化の町であるこの草加の味わい

を深め、まちに住み暮らす人々と共により良い社会の実現に向け、草加青年会議所のプレゼンスを

高めて行くのだ、50 周年に向かって。 

 

 

 

地域の強み～Diversity～を生かして 

 

 草加青年会議所が創設された 1968 年から現在に至るまで、草加市の人口は実に 3 倍にも膨れ上が

り、ベッドタウンとしての利便性から移転・定住者が年々増え続けており、今後全国的な都市集中

化の大きな波が押し寄せ、草加市の人口は平成 29 年までは上昇し続けると推計されている。 

古くから草加に住み続けている人々が多い傍ら、県外からの転入者も多く存在し、「郷土愛が少な

い埼玉都民」と呼ばれることもしばしばである。ではその表現から見出される強みはないものなの

だろうか。 

今後全国的に見た場合、我が国日本にも国外から流入する人口は徐々に増えて来る。それと同時

に様々な信条、哲学、信仰や習慣、考え方が溢れ、それに伴って多くの問題が発生することが予想

されるが、多くのメリットも生まれて来ると予想できる。 

 

「Diversity~多様性の存在を認め、お互いの価値観を共有することで新たな発展に繋げる~」 

 

我々草加青年会議所は草加に無くてはならない存在になる。時代がカオスに突入する時、Idea に

溢れ、マネージングと方向付けを担うリーダー的・とりまとめ的な存在が必要となるのだ。 

私達のまちはまるでオーケストラ演奏者の配置であるかのような個性と多様性に溢れている。

我々草加青年会議所は柔軟性と機動力を以て率先して行動する。あたかも指揮者のように客観的・

本質的にそれぞれの団体の特質を把握し、互いを認め合い繋げ、一つの目標に向かって共鳴してい

くことで大きな力とするのだ。 

 

 『富やお金は私たちを豊かにしません。 

私たちを豊かにするのは私たちのそれに対する態度なのです。』         －マザー・テレサー 

 

 この草加という大きなベッドタウンを今一度見つめ直し、地域に存在する様々な集団と我々草加

青年会議所が、その潤滑油としての役割を担って互いに理解し合い、コミュニケーションを取り共

に行動することで、複利的に地域の豊かさを実現することが出来る。 

 

 

 

むすびに 

 

 私達の所属する青年会議所という団体は決してティーサロンではない。メンバー一人ひとりが何

かを求めて集まっており、達成したい何かが存在するトレーニングジムである。 

例えば、一人では目標を達成する道程において、様々な誘惑・弱さ・恐れなど多くの障害に負け

てしまうことがあるかもしれない。しかし、可能思考を持ち、メンバー間の繋がりを感じ互いを励

まし合い、切磋琢磨し続ける事で達成することができる。メンバーには、ある一定の期間全力で打



ち込み、それを振り返った時に何かを感じ取る力・意義付けできる柔軟性を育んでほしい。 

我々が共にまちの為、そして自己成長の為にひとつひとつ達成していくには、そこに強い意志と

障害に負けない勇気・覚悟、そして物事を多角的・論理的に判断できる目と考え抜く力が必要であ

る。逆境の中に潜むチャンスは強い意志と勇気を携える者だけが見出せるのだ。 

草加青年会議所が形成するチームプレー・組織の力を十二分に発揮し、お互いが愛を以て支え合

い、関わり合い、そして高め合い、それを育んでいきましょう。 

 

 

できると思えばできる。 

 

 

  

 

 

基本方針 
  

Aim the goal.  迷ったら基本へ。常に目的・目標から目を離さない。 

 Think global, Act local.  小事を大切にし泥臭く実行していくこと。 

 Time is money.  タイムマネージメントを意識し、成果を必ず得、次に繋げよう。 

 
 

事業方針 
 

【人財力開発委員会】 

・我々草加青年会議所は何の為にあるのだろうか。地域の人材を発掘し共に活動していく同志とし

ていく為にはまずそこを明確にしていく作業が必要であろう。自己成長を伴いながら明るい豊かな

社会の実現に貢献し、物心豊かな人生を送る為に我々は今こうして集っているのではなかろうか。

明るい豊かなまちづくりは明るい豊かな人間性を持つ団体の手によって実現される。JCI としての

方向性を把握しながらも、愛する地域で共に高め合いながら時間を費やす同志を一人でも多く発掘

し開発していく。人材をより人間力豊かな、リーダーシップ溢れる人財へ育成する。まずはその思

いの伝播から始めて行こう。意志あるところに必ず人は集う。 

 本年の人財力開発委員会は『人』というカテゴリーに対して最も拘りをもった委員会運営を行う。

草加青年会議所のメンバーを同志と位置づけ、同じ志を持つ仲間としてお互いが高め合える関係を

構築しながら共に事業を行っていける人材を発掘し、また JC プログラムなど数々の資源を有効に利

用しながら人財への開発へと進めてゆく。相互の関わり合いを重視し、個でなく繋がりを大切にし

たチームワークで成長していく委員会を実現する。 

 

【地域の豊かさ向上委員会】 

・砂漠の中にオアシスがあれば、人が集いそこにまちが形成される。我々が住まうこの草加市の掲

げる地域経営指針の中にも「地域の豊かさを創出する」という方向性が明示されている。草加市の

人々が草加市に住みながら何に対して豊かさを感じられるのか、何に対してまちのオアシスと考え

ているのか。また何があるからこそ今草加市に住んでいるのか。本年の地域の豊かさ向上委員会の

スタートはまずそこからである。 

 1975 年、草加の松原の生育状況を危惧し、我々草加青年会議所の先輩が約 100 本の松の補植をど

の団体にも先駆けて行われた。1976 年 8 月、小澤博歴代が初代会長となる草加松原保存会が「よみ

がえれ松並木･･･そして草加に緑を」を合言葉に結成された。当時の思いやその成果が見事に現代ま

で息づいている。あれから 40 年経た今、我々はそれを受け継ぎ、更に将来に思いを馳せ先見し、何

を残し、育み、紡いでいくべきなのか改めて考え実行に移す。  



【未来リーダー育成委員会】 

・我々草加青年会議所が行う事業のひとつの大きな特徴としてユースサミットが挙げられ、ここ数

年の青少年系担当委員会はこのユースサミット事業が無くては成り立たない委員会である。草加市

内に在住するたくさんの子ども達や保護者と唯一定期的に触れ合える機会でもある。そこに参加す

る子供たちを輩出する保護者の方の期待は『家庭でも学校でも学べない経験・知識を子ども達に与

えたい』であると考えられる。 

 しかしながら青少年系委員会がよく陥りがちな単なる「子守担当委員会」にならぬよう、本年は

改めてユースサミット事業の意義・目的を方向付けした事業を行う。2012 年に設立した草加ユナイ

テッドチルドレンについてもまだまだサポートが必要な段階である。募集時・開講時から一貫して

我々の求める未来リーダー像を明確にし、常に参集する子ども達にそれを打ち出し、その影響力と

体験・学習効果をもって彼らの意識や行動に変革を齎せたい。年間子ども達を輩出している保護者

の方々には何故ユースサミットにうちの子どもを預けているのかを意識させ、それが将来への投資

と思わせるような事業の骨格を形成する。 

 また同時にユースサミットメンバーが故郷を思い、将来故郷についての思いを語れるような地域

に根差した事業も行う。この点においては地域の豊かさ向上委員会との連携により松並木と触れ合

える活動も含んでいく。 

さらに時代はグローバルという言葉が所々に表現されてきており、我が国日本もこれから海外か

らの人口流入も予測され、単一種族国家という考え方も崩壊する日が来るのではないか。本年は

Diversity というキーワードを掲げ、国連ミレニアム開発目標(United Nations Millennium 

Development Goals : UN MDGs）の理解・啓蒙についても取り組み、国際に触れるという意味で国

を超えた相互理解についても子ども達に機会を提供していく。 

 

 

【総務グループ】 

・当委員会は事業の根幹を下支えする最も重要な担いを要する。総会の設営や監督官庁・関係諸団体

との連絡調整、適正な会計処理等、基盤となる運営をしていく。何よりも当団体を広告する重要な位置

づけとしてホームページを改革し、豊富な情報量をわかり易く提供し、リーフレットも再考して見込会

員への訴求効果も高めていきたい。また本年は産・官・学との連携により広告の波及効果を目指す。ま

ずは各連携可能なメディアとの結びつきを深くし、一挙手一投足を広く草加市内へ発信できるような広

報部隊との提携関係を構築する。 

そしてスタッフ間での LINE など SNS 環境も整えることにより、通常の意思疎通と共に、有事の際に

も素早く当青年会議所スタッフ内で連携しメンバーに対しての情報収集と発信ができるようにする。そ

の他公益社団法人として適正な会務運営と戦略的なネットワークの構築を進めていく。 

 

 

【わんぱく相撲実行委員会】 

・本年は第 24 回わんぱく相撲埼玉ブロック大会 草加大会の主管を務める。草加市内には相撲部屋

や相撲振興会があり、ちびっこ相撲も盛んで、市内のほとんどの小学校に土俵が設備されている。

未来を担う埼玉県内８ロムから勝ち抜いてきた子ども達がこの草加の土俵でのびのびと力を発揮し、

礼儀・礼節に触れながら、他を慮る利他の精神を育む機会を提供する。また参加した子ども達のみ

ならず、この事業に関わられた多くの人たちにも日本古来の伝統文化になれ親しんで頂き、子ども

達が必死に取り組む姿を目にし、共に夢と感動を共有できるようスムーズな運営を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



2015 年委員会事業計画 

 
 

【人財力開発委員会】 

・正会員 10 名以上の拡大を成し遂げ、次年度に繋げる人財の発掘・管理 

・賛助・企業会員の拡大 

・材を財にする日本 JC 研修プログラムの活用・企画・運営 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・卒業式の企画・運営 

・例会・事業企画運営 

・3 分間スピーチの企画・運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 

【地域の豊かさ向上委員会】 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・草加松原夢まつり（仮）の主管企画・運営 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・例会・事業企画運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 

【未来リーダー育成委員会】 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・春の子どもフェスタ企画・運営 

・ユースサミット事業の企画・運営 

・シニアアドバイザーとして草加ユナイテッドチルドレンの後方支援 

・わんぱく相撲実行委員会との連携、草加大会の主管 

・草加松原夢まつり（仮）の企画・運営 

・UnMDGs についての啓蒙・発信 

・例会・事業企画運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 

【総務グループ 】 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・関係官庁等への書類提出・連絡調整 

・定款・諸規定の見直し 

・メディア懇談会の開催 

・ホームページの刷新 

・リーフレットの刷新 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・例会・事業企画運営 

・財務管理 

・各委員会との連携 

 

 

 



【わんぱく相撲実行委員会】 

・第 24 回わんぱく相撲埼玉ブロック大会 草加大会の主管・運営 

・各委員会との連携 

 

【各種同好会】 
 



　　 河野智彦

　　 奥山道正

　　 宇佐美信幸

   　斉藤大輔

   　小勝元貴

事務局長
○石川洋一

財政局長
○田中宣光

　　 加州洋介

○　安斉義憲

   　寺門卓将

　　 川本大輔

○　松山健

   　梶原貴光

   　山口大樹

   　高田竜吉

   　戸室貴治   　雑賀一大 　　 船渡英之

○　田續真一

   　益田哲慎

　　 浅井康成

   　井原勇朗　 　吾妻祐志

　　 太田美奈

　　 葭葉恒謙 　　 小林正俊

　　 中田好紀

　　 池田伸二

　　 池田倫宣

   　千野啓明

　　 斉藤厚美

　　 中山和昭

　　 青柳敏史

　　 土田将司

　　 斉藤孝行

○  大久保竜平○　齊藤真吾○　卯原正夫

人財力開発委員会
委員長　○下田昌孝

未来リーダー育成委員会
委員長　○三輪興之郎

地域の豊かさ向上委員会
委員長　○高原伸広

　監事　 谷田部誠一郎

○は理事　 　監事　 吉村篤

人財室　担当副理事長
○桑代純一

育成室　担当副理事長
　○吉田浩士

地域室　担当副理事長
○森政具規

　監事　 山崎直人

選挙管理委員会 理事会

直前理事長
吉村篤

理事長
○石原裕司

専務理事
○三橋親弘

総務グループ

　　 有木久治

　　 天水敏晴

　　 坂井尚徳

公益社団法人草加青年会議所
2015年度組織図

総会

執行部7名

   　中内健一

○　大谷翼

○　須藤哲也

   　中村義弘

   　斉藤一成



２０１５年度 出向者（案） 

 

公益社団法人 日本青年会議所 

地域グループ 

全国大会運営会議                  委員   太田 美奈 

                                   田中 宣光 

埼玉ブロック協議会                            

運営委員会                  財政局次長   井原 勇朗 

 

さいたまの元気醸成委員会            副委員長   寺門 卓将 

                          委員   川本 大輔 

 

◆公的機関 出向者 

草加市都市計画審議会                      石原 裕司 

草加市下水道事業運営審議会                   吉田 浩士 

草加市青少年健全育成市民会議            理事   寺門 卓将 

                    青少年育成委員会   加州 洋介 

調査研究委員会   吉田 浩士 

国際交流委員会   山崎 直人 

家庭教育委員会   卯原 正夫 

草加市国際交流協会                 理事   斉藤 大輔 

財団法人草加市文化協会              評議員   吉田 浩士 

草加市社会福祉事業団               評議員     石原 裕司 

草加市社会福祉協議会                     高原 伸広 

草加市交通安全対策協議会                   石原 裕司 

草加市暴力排除推進協議会                   石原 裕司 

草加市特別報酬等審議会                    吉田 浩士 

草加市観光協会                        川本 大輔 

草加市国民健康保険運営協議会                 井原 勇朗 

草加市未来人サポート審議会                  森政 具規 

今様草加宿市民推進会議                    加州 洋介 

草加市次世代育成支援対策地域協議会              森政 具規 

平成２７年度草加市立中学校社会体験事業推進会議        石原 裕司 

草加市環境審議会                       三橋 親弘 

草加市環境推進協議会                     齊藤 真吾 

平成２７年度草加環境フェア実行委員会             戸室 貴治 

平成２７年度草加市クリーンふるさと推進協議会         三橋 親弘 

    第 12回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦ＩＮ草加実行委員会 

                              委員   高原 伸広 



 

 

◆２０１５年度同好会 

 

じゃがいも                    キャプテン   中田 好紀 

野球（チェンバーズ）                ＧＭ    三橋 親弘 

中国語                     キャプテン   桑代 純一 

サッカー（グッドフェローズ）            キャプテン   吾妻 祐志 

自動二輪                      キャプテン   田続 真一 

アウトドア＆ムシとり班                     班長     齊藤 一成 

カラオケ                            会頭    中内 健一 

ダーツ                        主将   吉田 浩士 

 



人財力開発委員会 

委員長 下田昌孝 

 

 

好きな言葉は「継続は力なり」草加青年会議所を会員 100 名にするという目標を継続し、

数年後には会員数 100 名にしたいと思っております。2015 年度、人財力開発委員長を務め

させていただきます下田昌孝です。 

本年度人財力開発委員会は、個ではなく繋がりを大切にしたチームワーク、互いに成長

しあう仲間をテーマに 1 年間活動してまいります。明るい豊かな街づくり、草加の子ども

達が、未来のリーダーシップを張る人財に育てる活動を継続するため、理事長から付託さ

れております会員拡大数は 10名です。会員が減少し続けていては青年会議所活動が出来な

くなってしまいます。10 名以上拡大するためには青年会議所活動での日本ＪＣ育成プログ

ラムはもちろんのこと、個々に新入会員と沢山の時間をかけて共に悩み、相談など乗って

あげられるような委員会を目指してまいります。  

新入会員が皆自分の成長を感じていただくと共に会員全員が深く団結をして、今まで以

上に交流を深め意志と勇気を持って積極的に青年会議所活動に参加できるように、材を財

に変えるため、関係諸団体と共に今まで以上に連携を強固し 1年間活動してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業計画＞ 

【人財力開発委員会】 

・正会員 10 名以上の拡大を成し遂げ、次年度に繋げる人財の発掘・管理 

・賛助・企業会員の拡大 

・材を財にする日本 JC 研修プログラムの活用・企画・運営 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・卒業式の企画・運営 

・例会・事業企画運営 

・3 分間スピーチの企画・運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 



未来リーダー育成委員会 

  

 委員長 三輪 興之郎 

  

＜事業方針＞ 

 

 ２０１５年度未来リーダー育成委員会では『Become a leader！~リーダーになろう！~』をテーマに活

動してまいります。 

 今の社会や地域を支えている主役は我々大人たちですが、より良い社会や地域を築く為には次世代を

担う子どもたちの育成が必要となります。 

次世代を担う子どもへの知識や経験を提供しない社会や地域は、未来を自ら衰退させているように思

えます。衰退を食い止める為には、ユースサミットを通して子どもたちに学校や塾では学べない様々な

知識や経験する場を提供する事だと考えます。そして、ユースの子どもたちを一年単位で募集するので

はなく、登録制にして長期的な目で未来のリーダーを育成したいと思っております。登録制にすること

により継続的に多くの経験や知識を得るという事や今まで知らなかった人と新しいコミュニティーを構

築するというメリットがあると考えます。 

まず一年のスタートは、春の子どもフェスタを目標に班分けし、各班でリーダー及び春の子どもフェ

スタで行いたいことを自分たちで決めてもらい各班の中で役割を決定します。新しいコミュニティーの

中で事業を進めていき仲間との連帯感や、責任感を感じてもらいその事業を成し遂げた時の達成感を感

じてもらいたいと思います。 

さらに『リーダーになろう!』というテーマのもと、様々な体験学習を企画し学んでもらいます。体験

学習で得たものや失敗してしまった点などを班ごとにまとめ、各班の中の代表者がユースメンバー前で

発表する場を設けます。班での意見を集約する力や発表することにより人前で話す力、及び人の話を聞

く力を養います。また、ユースで知識や経験を活かせる人材を養成し、次のステップとなる UC に更な

る活性化を寄与したいと思っています。 

私の考える草加に必要なリーダーとは、思いやりがあり、郷土を愛し、マナーを持つ人間だと思いま

す。その為にユースを通して心の温かい子供が育てば、思いやりのある大人たちが増え、郷土の素晴ら

しさを教えれば郷土を愛する大人が増え、躾をしっかりすれば、マナーを守る大人が増えるその未来の

リーダー達が形成する町『草加』がやってくると信じております。一年間どうぞよろしくお願いします。 

 

 

【未来リーダー育成委員会】 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・春の子どもフェスタ企画・運営 



・ユースサミット事業の企画・運営 

・シニアアドバイザーとして草加ユナイテッドチルドレンの後方支援 

・わんぱく相撲実行委員会との連携、草加大会の主管 

・草加松原夢まつり（仮）の企画・運営 

・UnMDGsについての啓蒙・発信 

・例会・事業企画運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 



地域の豊かさ向上委員会 

委員長 高原 伸広 

 

2015年度、地域の豊かさ向上委員会は、「百折不撓」をテーマに活動していきま

す。 

「百折不撓」とは、何度の失敗にもめげずくじけず挑戦することを意味します。 

JC綱領に「明るい豊かな社会を築き上げよう」という一文があります。 

私は、「明るい豊かな社会を築き上げよう」という、その行動指針に沿って、委

員会メンバー各々が考える「明るい豊かな社会を築き上げる」為に、1年間の活

動内容を議論し、青年会議所らしく「率直」で「チャレンジング」な目標を設

定し、「迅速」に行動に移す「スピード感」溢れる委員会活動を行いたいと考え

ます。 

今、草加を愛する地域の先輩方が守り育てた「草加松原」が国の名勝に指定さ

れ、草加市民は、「草加松原」を擁する草加に自信を持ち始めています。 

この小さく灯った地域愛の火を大きな炎に昇華させる為に、「草加松原」という

資源が草加市民の心の拠り所の一つとして、多くの人々に意識されるような活

動を展開します。 

「明るい豊かな社会を築き上げよう」の旗の元、「百折不撓」の精神で、チャレ

ンジングな目標に向かって、地域の豊かさ向上運動を推進したいと思います。 

 

 

 

 

 

【地域の豊かさ向上委員会】 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・草加松原夢まつり（仮）の主管企画・運営 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・例会・事業企画運営 

・各委員会との連携 

・関係諸団体との連携 

 



総務グループ 

                            事務局長   石川 洋一 

 

総務グループとは？ 

皆さんどのようなイメージをお持ちでしょうか。地味で目立たぬ委員会(グループ)。この

ようなイメージをお持ちのメンバーが多数いらっしゃると思います。しかし、(公社)草加青

年会議所を下支えする最も重要な役割を要するのが、この委員会(グループ)です。 

そして 2015 年度総務グループは、各委員長、メンバーと例年にない連携を取りながら、

(公社)草加青年会議所を支え、適した会務を行い、LOM 事業における広報窓口として各種

情報を発信して参ります。また、メンバー１人１人の個性を尊重する委員会(グループ)であ

りたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業計画＞ 

 

・正会員拡大に繋げる人財の発掘 

・関係官庁等への書類提出・連絡調整 

・定款・諸規定の見直し 

・メディア懇談会の開催 

・ホームページの刷新 

・リーフレットの刷新 

・わんぱく相撲実行委員会との連携 

・例会・事業企画運営 

・財務管理 

・各委員会との連携 

 



第 ３ 号 議 案 資 料 

 

２０１５年度収支予算（案）承認に関する件 

 



公益社団法人　草加青年会議所　２０１５年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入 　 　

① 入会金収入

入会金収入 200,000 400,000 ▲ 200,000 20,000円×10名

② 会費収入 　

　 正会員会費 6,480,000 5,640,000 840,000 120,000円×54名（1名休会）

新入会員会費 600,000 1,200,000 ▲ 600,000 60,000円×10名

特別会員会費 1,422,000 1,512,000 ▲ 90,000 18,000円×79名

賛助会員会費 36,000 36,000 0 12,000円×3社

③ 事業会計収入 　 　 　

登録料収入 0 0 0

広告料収入 36,000 36,000 0 18,000円×2社

④ 預かり金収入

預かり金収入 0 0 0 日本JC大会登録料他

⑤ 寄付金収入 　

寄付金収入 0 0 0

⑥ 雑収益 　

受取利息収入 1,000 1,000 0

その他雑収入 10,000 10,000 0 JCカード割戻金

⑦ 他会計からの繰入金収入 　

事業安定化会計繰入収入 0 2,000,000 ▲ 2,000,000

周年事業積立会計繰入収入 0 0 0

事業活動収入計　（A) 8,785,000 10,835,000 ▲ 2,050,000

2 . 事業活動支出 　

① 事業費支出 　

人財室

　人財力開発委員会

担当例会事業費 350,000 350,000 0

オープン委員会事業費 50,000 30,000 20,000

委員会運営費 100,000 30,000 70,000

新入会員記念品費 80,000 140,000 ▲ 60,000

人財力開発委員会支出計 580,000 550,000 30,000 旧会員拡大委員会

会員研修委員会 0

担当例会事業費 0 0 0

オープン委員会事業費 0 0 0

委員会運営費 0 0 0

会員拡大委員会支出計 0 0 0 旧会員研修委員会

人財室支出計 （ 580,000 ） （ 550,000 ） （ 30,000 ）

育成室

未来リーダー育成委員会 　

担当例会事業費 80,000 100,000 ▲ 20,000

企画事業費 600,000 570,000 30,000 春フェス・ユース等

ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 30,000 30,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

わんぱく相撲運営費 200,000 160,000 40,000

未来リーダー育成委員会支出計 940,000 890,000 50,000 旧青少年育成委員会

育成室支出計 （ 940,000 ） （ 890,000 ） （ 50,000 ）

地域室

地域の豊かさ向上委員会

担当例会事業費 80,000 80,000 0

企画事業費 1,000,000 600,000 400,000

一般会計収支予算書（案）

　自　２０１５年 　 １月  １日

  至　２０１５年　１２月３１日

摘要2014年度予算科　　　　　　目 2015年度予算 増減

事業活動収支の部



ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 30,000 100,000 ▲ 70,000

委員会運営費 30,000 30,000 0

地域の豊かさ向上委員会支出計 1,140,000 810,000 330,000 旧地域力開発委員会

開発室支出計 （ 1,140,000 ） （ 810,000 ） （ 330,000 ）

事務局・財政局 　

　総務グループ

担当例会事業費 120,000 120,000 0

ｵｰﾌﾟﾝ委員会事業費 30,000 30,000 0

委員会運営費 30,000 30,000 0

総務関係費 400,000 400,000 0 　

報告書作成費 100,000 100,000 0

社団法人登録費 30,000 30,000 0

記録費 10,000 20,000 ▲ 10,000

広報費 200,000 180,000 20,000 HP管理料

総務グループ支出計 920,000 910,000 10,000 旧事務局財政局

事務局・財政局支出計 （ 920,000 ） （ 910,000 ） （ 10,000 ）

選挙管理委員会 　

選挙管理委員会 　

オープン委員会事業費 10,000 10,000 0

公聴会関係費 10,000 10,000 0

委員会運営費 10,000 10,000 0

選挙管理委員会支出計 （ 30,000 ） （ 30,000 ） （ 0 ）

特別事業支出 　

ブロック大会事業費 0 2,300,000 ▲ 2,300,000

特別事業費 162,175 168,000 ▲ 5,825 サッカー大会等

渉外事業費 100,000 213,765 ▲ 113,765 周年事業登録料

特別事業支出計 （ 262,175 ） （ 2,681,765 ） （ ▲ 2,419,590 ）

事業会計支出 　

登録料支出 0 0 0

委員会事業支出 0 0 0

周年事業支出 0 0 0

事業会計支出計 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

事業費支出計 【 3,872,175 】 【 5,871,765 】 【 ▲ 1,999,590 】 (　　)の合計

② 管理費支出 　 　 　

理事会費支出 30,000 30,000 0 会場使用料

特別会議費支出 30,000 30,000 0 役員会議他

通信費支出 300,000 300,000 0 葉書電話郵送料

什器備品費支出 380,000 400,000 ▲ 20,000 コピー使用料他

消耗費支出 200,000 200,000 0 JC手帳・事務用品

給与手当支出 1,080,000 1,080,000 0 人件費

賃借料支出 710,000 710,000 0 事務局賃借料

交際費支出 50,000 50,000 0 広告名刺代

修繕費支出 20,000 10,000 10,000

保険料支出 20,000 50,000 ▲ 30,000 労働保険料

雑費支出 30,000 30,000 0 支払手数料

渉外費支出 210,000 160,000 50,000 出向会議費・登録料

慶弔費支出 100,000 100,000 0 冠婚葬祭費

旅費交通費支出 5,000 10,000 ▲ 5,000 大会用旅費

諸会費支出 90,000 70,000 20,000 公的機関年会費

管理費支出計 【 3,255,000 】 【 3,230,000 】 【 25,000 】

③ 負担金支出 　

　　J C I負担金 89,700 92,460 ▲ 2,760 1,380円×65名

日本ＪＣ負担金 370,000 380,000 ▲ 10,000 5,000円×65名＋45,000円

関東地区協負担金 52,500 53,500 ▲ 1,000 500円×65名+20,000円

埼玉ブロック負担金 410,000 422,000 ▲ 12,000 6,000円×65名+20,000円

国際協力基金 118,625 122,275 ▲ 3,650 1,825円×65名

日本ＪＣ出向者負担金 20,000 60,000 ▲ 40,000 20,000円×1名

We　Believe　購読料 195,000 201,000 ▲ 6,000 3,000円×65名



負担金支出計 【 1,255,825 】 【 1,331,235 】 【 ▲ 75,410 】

④ 預かり金支出 【 0 】 【 0 】 【 0 】 日本JC登録料他

⑤ 他会計への繰入金支出

周年事業積立会計繰入支出 300,000 300,000 0

退職積立預金繰入支出 102,000 102,000 0

他会計への繰入金支出計 【 402,000 】 【 402,000 】 【 0 】

事業活動支出計　（B） 8,785,000 10,835,000 ▲ 2,050,000 【　　】の合計

事業活動収支差額　（A-B） 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅳ . 0 0 0

当期収支差額 0 0 0 〔　　〕の合計-予備費

0

投資活動収支の部

財務活動収支の部

予備費支出



公益社団法人　草加青年会議所　２０１５年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 1,000 1,000 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 0

事業活動収入計　（A) 1,000 1,000 0

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 1,000 　 　 1,000 　 　 0 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 1,000 1,000 0 　

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部

　

事業安定化会計収支予算書(案）

　自　２０１５年 　 １月  １日

  至　２０１５年　１２月３１日

科　　　　　　目 2015年度予算 2014年度予算 増減 摘要



公益社団法人　草加青年会議所　２０１５年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益

受取利息 1,000 1,000 0

⑦ 他会計からの繰入金

一般会計繰入収入 0 0 0 　

事業活動収入計　（A) 1,000 1,000 0

2 . 事業活動支出

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 1,000 　 　 1,000 　 　 0 　 　

Ⅱ .

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ .

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 1,000 1,000 0 　

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部

　

公益事業緊急対策会計収支予算書(案）

　自　２０１５年 　 １月  １日

  至　２０１５年　１２月３１日

科　　　　　　目 2015年度予算 2014年度予算 増減 摘要



公益社団法人　草加青年会議所　２０１５年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 500 500 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 300,000 300,000 0

事業活動収入計　（A) 300,500 300,500 0

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 300,500 　 　 300,500 　 　 0 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出 0

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 300,500 300,500 0 　

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部

　

周年事業積立会計収支予算書(案）

　自　２０１５年 　 １月  １日

  至　２０１５年　１２月３１日

科　　　　　　目 2015年度予算 2014年度予算 増減 摘要



公益社団法人　草加青年会議所　２０１５年度

（単位：円）

Ⅰ ．

1 . 事業活動収入

⑥ 雑収益 　

受取利息 3,000 3,000 0

⑦ 他会計からの繰入金 　

一般会計繰入収入 102,000 102,000 0

事業活動収入計　（A) 105,000 105,000 0

2 . 事業活動支出 　

⑤ 他会計への繰入金支出

一般会計繰入支出 0 0 0

事業活動支出計　（B） 0 0 0 　

事業活動収支差額　（A-B） 　 105,000 　 　 105,000 　 　 0 　 　

Ⅱ . 　

1 . 投資活動収入 　 　 　

投資活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 投資活動支出 0

投資活動支出計 　 0 　 0 0

投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ . 　

1 . 財務活動収入 　 　 　

財務活動収入計 　 0 　 0 0

2 . 財務活動支出 　 　 　

財務活動支出計 　 0 　 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 105,000 105,000 0 　

事業活動収支の部

投資活動収支の部

財務活動収支の部

　

退職金積立会計収支予算書（案）

　自　２０１５年 　 １月  １日

  至　２０１５年　１２月３１日

科　　　　　　目 2015年度予算 2014年度予算 増減 摘要



(単位：円）

青少年育成事
業

地域貢献事業 国際交流事業 環境保全事業 共通 小計 会員研修事業 会員交流事業 共通 小計

（１）経常収益

受取入会金 0 0 0 0 80,000 80,000 0 0 40,000 40,000 80,000 200,000

入会金収入 0 0 0 0 80,000 80,000 0 0 40,000 40,000 80,000 200,000

0 0 0 0 3,415,200 3,415,200 0 0 1,707,600 1,707,600 3,415,200 8,538,000

0 0 0 0 2,592,000 2,592,000 0 0 1,296,000 1,296,000 2,592,000 6,480,000

0 0 0 0 240,000 240,000 0 0 120,000 120,000 240,000 600,000

0 0 0 0 568,800 568,800 0 0 284,400 284,400 568,800 1,422,000

0 0 0 0 14,400 14,400 0 0 7,200 7,200 14,400 36,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登録料収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

寄付金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47,000 47,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46,000 46,000

経常収益計 0 0 0 0 3,495,200 3,495,200 0 0 1,747,600 1,747,600 3,542,200 8,785,000
（２）経常費用

事業費 1,729,193 1,684,207 542,839 379,222 0 4,335,462 232,195 653,461 0 885,656 5,221,118

会場設営費 190,000 140,000 10,000 0 0 340,000 15,000 177,175 0 192,175 532,175

企画・演出費 280,000 450,000 10,000 0 0 740,000 50,000 150,000 0 200,000 940,000

講師関係費 40,000 160,000 0 0 0 200,000 0 0 0 0 200,000

正会員会費

その他雑収入

新入会員会費

公益社団法人　草加青年会議所

受取会費

２０１５年１月１日から年１２月３１日まで

法人会計 合計

２０１５年度　収支予算書

科     目
収益事業等会計公益目的事業会計

法人名

特別会員会費

雑収益

賛助会員会費

事業収益

受取利息収入



(単位：円）

青少年育成事
業

地域貢献事業 国際交流事業 環境保全事業 共通 小計 会員研修事業 会員交流事業 共通 小計

公益社団法人　草加青年会議所

２０１５年１月１日から年１２月３１日まで

法人会計 合計

２０１５年度　収支予算書

科     目
収益事業等会計公益目的事業会計

法人名

90,000 160,000 10,000 0 0 260,000 0 0 0 0 260,000

40,000 160,000 10,000 0 0 210,000 10,000 10,000 0 20,000 230,000

40,000 0 0 0 0 40,000 0 0 0 0 40,000

230,000 0 0 0 0 230,000 0 50,000 0 50,000 280,000

20,000 20,000 10,000 0 0 50,000 0 0 0 0 50,000

30,000 20,000 0 0 0 50,000 0 0 0 0 50,000

57,143 42,857 35,714 28,571 0 164,286 14,286 14,286 0 28,571 192,857

82,162 61,622 51,351 41,081 0 236,216 20,541 20,541 0 41,081 277,297

20,779 15,584 12,987 10,390 0 59,740 2,597 111,688 0 114,286 174,026

189,333 142,000 118,333 94,667 0 544,333 23,667 23,667 0 47,333 591,667

55,172 41,379 34,483 27,586 0 158,621 0 0 0 0 158,621

32,250 21,500 32,250 10,750 0 96,750 53,750 53,750 0 107,500 204,250

5,333 4,000 3,333 2,667 0 15,333 667 667 0 1,333 16,667

5,333 4,000 3,333 2,667 0 15,333 667 667 0 1,333 16,667

6,486 4,865 4,054 3,243 0 18,649 1,622 1,622 0 3,243 21,892

288,000 216,000 180,000 144,000 0 828,000 36,000 36,000 0 72,000 900,000

27,200 20,400 17,000 13,600 0 78,200 3,400 3,400 0 6,800 85,000

管理費

107,143 107,143

102,703 102,703

25,974 25,974

118,333 118,333

給料手当

什器備品費

修繕費

退職給付費用

切手代

消耗品費

消耗品費

賃借料

通信・発送費

什器備品費

雑費

賃借料

広告費

会議費

労働保険料

通信・発送費

旅費

保険料

資料作成費

記念品費

広報費



(単位：円）

青少年育成事
業

地域貢献事業 国際交流事業 環境保全事業 共通 小計 会員研修事業 会員交流事業 共通 小計

公益社団法人　草加青年会議所

２０１５年１月１日から年１２月３１日まで

法人会計 合計

２０１５年度　収支予算書

科     目
収益事業等会計公益目的事業会計

法人名

41,379 41,379

225,750 225,750

3,333 3,333

3,333 3,333

8,108 8,108

180,000 180,000

17,000 17,000

50,000 50,000

310,000 310,000

100,000 100,000

5,000 5,000

90,000 90,000

80,000 80,000

100,000 100,000

報告書作成費 400,000 400,000

社団法人登録費 30,000 30,000

10,000 10,000

JCI負担金 89,700 89,700

日本ＪＣ負担金 370,000 370,000

関東地区負担金 52,500 52,500

埼玉ブロック負担金 410,000 410,000

国際協力基金 118,625 118,625

慶弔費

退職給付費用

印刷製本費

広告費

会議費

記録費

労働保険料

修繕費

雑費

給料手当

交際費

渉外費

会員記念品費

諸会費

交通費



(単位：円）

青少年育成事
業

地域貢献事業 国際交流事業 環境保全事業 共通 小計 会員研修事業 会員交流事業 共通 小計

公益社団法人　草加青年会議所

２０１５年１月１日から年１２月３１日まで

法人会計 合計

２０１５年度　収支予算書

科     目
収益事業等会計公益目的事業会計

法人名

日本ＪＣ出向者負担金 20,000 20,000

雑誌購読料 195,000 195,000

経常費用計 1,729,193 1,684,207 542,839 379,222 0 4,335,462 232,195 653,461 0 885,656 3,263,882 8,485,000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,729,193 △ 1,684,207 △ 542,839 △ 379,222 3,495,200 △ 840,262 △ 232,195 △ 653,461 1,747,600 861,944 278,318 300,000

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,729,193 △ 1,684,207 △ 542,839 △ 379,222 3,495,200 △ 840,262 △ 232,195 △ 653,461 1,747,600 861,944 278,318 300,000

２．経常外増減の部 0

（１）経常外収益 0

中科目別記載 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

退職給付費用（過年度分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 1,729,193 △ 1,684,207 △ 542,839 △ 379,222 3,495,200 △ 840,262 △ 232,195 △ 653,461 1,747,600 861,944 278,318 300,000



第 ４ 号 議 案 資 料 

 

２０１５年度公益目的事業計画書（案）承認に関する件 

 

 



役職 副理事長

その他の説明 補足事項を記入

事業の目的

　現在青少年育成において、家族の絆や地域との繋がりを大事にしていかな
ければなりません。青少年に対し、健全な心身を成長させることや、ふるさとを
愛する心の大切さを伝え、日本人としての思いやりや道徳心を育み、青少年の
知的好奇心を育てる機会を創っていくことを目的とします。また、地域の大人が
地域の子どもを育てていくという事を前提として、様々な体験学習や相撲競技
会を通して、集団の中での自分見つけ、家族間・友達間でのコミュニケーション
能力向上、青少年を健全に育むことを目指します。またこの事業により、将来こ
の地域を担う、リーダーシップ溢れる子ども達を育成することを目的とします。

事業の概要

　年度開始時に草加市内の小中学校へ募集文書を配布し、当年度活動参加
者を募ります。4月に予定しているメインの体験型イベントをはじめ、市内開催
の祭りのお手伝いなども含め、いくつかの体験型学習を通じて、参加者のリー
ダーシップ能力を醸成させます。
　事業実施手順としては、参加者の意見を汲み入れた屋内外の事業を中心に
展開します。同時にそのご両親の参加も積極的に促し、親子間でのコミュニ
ケーション機会の増大も図ります。
　活動は、ほぼ月に一回を基本としますが、4月末にはメインの体験型イベント
を予定しているため、それまでは毎週末に活動を予定します。

事業予算 960,000円

事業内容 草加に居住する児童又は青少年の健全な育成を目的とする講演、実践教育等の事業

事業対象者 草加在住の市民 作成者 三輪興之郎 役職 委員長

別表の号 青少年育成

事業分類 講座、セミナー、育成　　　体験活動等　　　　競技会

2015年度 年間事業計画書

公益社団法人　草加青年会議所

事業番号 公1

確認者 吉田浩士



その他の説明

別表の号 　地域貢献

事業分類 講座、セミナー、育成、体験活動等、調査・資料収集

事業の目的

健全な地域の発展には、市民が草加について深い知識・興味を持ち、自発
的により良いまちづくり運動を推進することが必要です。市民に対して、まち
づくりに有益な情報の提供やまちづくり運動への啓蒙をすることで、市民に
よる地域愛溢れる地域づくりができると考えます。地域愛あふれるまち草加
を目指すべく、市内外にある市民団体、行政との連携も交えていきながら、
草加のまちの歴史・文化・魅力を調査研究・発信し、地元愛溢れる地域づく
りを目的とします。

役職 副理事長

事業の概要

まちづくりに有益な情報の提供やまちづくり運動への啓蒙をする場を設営
し、市民が地域への興味・関心を深める場を提供します。また、多くの市内
外にある市民団体、行政との連携も交えていきながら、草加の魅力を多角
的に研究し、地場産業や国指定名勝「草加松原」、新しい草加の特色等の
地域の魅力を深堀することで、進化し続けるまち草加の今の姿を浮き彫りに
し、市民にPRします。このようにして、地元愛溢れる市民による地域愛あふ
れるまち草加づくりの運動を展開していきます。

事業予算 1,110,000円 確認者 森政具規

事業対象者 草加市民 作成者 高原伸広 役職 委員長

2015年度 年間事業計画書

公益社団法人　草加青年会議所

事業番号 公２

事業内容 草加の地域社会の健全な発展に貢献することを目的とする講演、調査等の事業



事業分類 講座、セミナー、育成　　　体験活動等

2015年度 年間事業計画書

公益社団法人　草加青年会議所

事業番号 公3

別表の号 青少年育成　　　国際交流

確認者 吉田浩士

事業内容 国際相互理解の促進及び国際社会への貢献を目的とする実践教育等の事業

事業対象者 草加在住の市民 作成者 三輪興之郎 役職 委員長

役職 副理事長

その他の説明

事業の目的

時代はグローバルという言葉が所々に表現されてきており、草加市においても
これからさらに海外からの人口流入が予測されます。これからの青少年育成に
おいて、国際に触れ、様々な体験学習や活動を共に行っていくことで、人種の
多様性を認め、国を超えた相互理解を実現する機会を提供します。なかなか
気づくことのできないこの国際社会の抱える課題を大人だけでなく、今後の社
会を担っていく子ども達から学び、考えてもらうことで、我々の推し進める運動
が継続し平和の維持と国際協力への意識の向上を図ることを目的とします。

事業の概要

　草加市内及びその近隣に在住する青少年を対象として、草加市内外の外国
人と共にさまざまな交流する機会を提供します。公益社団法人日本青年会議
所が推し進めている相互理解プログラムや国連が提示したUnMDGｓ（国連ミレ
ニアム開発目標）認知向上プログラムを活用し、また経験豊富な他団体と積極
的に連携し、草加松原の地を軸とした活動や共同体験学習など、参加する青
少年に国際相互理解を啓発します。

事業予算 50,000円



2015年度 年間事業計画書

公益社団法人　草加青年会議所

事業番号 公４

別表の号

作成者 石原裕司 役職 代表理事

事業内容 環境保全を目的とする体験活動、講演会、調査・資料収集等の事業

事業対象者

事業予算 確認者 役職

その他の説明 2015年度は環境保全事業は計画いたしません。

事業の目的

事業の概要

事業分類



第 ５ 号 議 案 資 料 

 

２０１５年度資金調達及び設備投資の見込み（案）に関する件 

 

 



資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類（案） 

                         公益社団法人草加青年会議所 

 

（平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日まで） 

  

（１）資金調達の見込みについて  

 

平成２７年度中に資金調達予定はありません。  

 

（２）設備投資の見込みについて  

 

平成２７年度中に設備投資予定はありません。  

 

                                以 上 



 

 

 

参 考 資 料 

 

 

 

 



公益社団法人草加青年会議所　２０１５年度　年間スケジュール（案） ver.9

    ９月     １０月     １１月     １２月    １月     ２月     ３月      ４月     ５月     ６月     ７月    ８月     ９月     １０月     １１月     １２月
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 十月度運営会議 1 1 1
月 水 土 月 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火
2 2 2 ふささら祭り 2 第 二 回 新 運 営 会 議

（仮）
2 2 合同所信伝達式 2 2 2 2 七月度運営会議 2 2 2 2 2 十二月度運営会議 2

火 木 日 火 金 月 (久喜) 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水
3 3 エントリー会議 3 ふささら祭り 3 3 3 三月度運営会議 3 四月度運営会議 3 3 3 3 3 わんぱく相撲全国大会 3 3 3 世界会議 3
水 金 月 水 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 （金沢） 木
4 4 オール草加JCナイト 4 十二月度運営会議 4 4 4 4 4 4 4 4 4 九月度運営会議 4 4 4 4 十二月度第一例会

木 土 火 木 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金 （総務）

5 十月度運営会議 5 5 第一回新理事会 5 十二月第１例会 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
金 日 水 金 （総務） 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土
6 6 2015スタッフ会議 6 6 6 一月度運営会議 6 6 6 6 6 6 6 6 6 十一月度運営会議 6 6
土 月 木 土 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日
7 三郷周年式典 7 十一月度運営会議 7 7 コクアカ全体委員会 7 7 7 7 五月度運営会議 7 六月度運営会議 7 7 八月度運営会議 7 7 7 7 7
日 火 金 日 (大阪） 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月
8 8 8 （春秋会） 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 九月度例会 8 8 8
月 水 土 月 木 日 日 水 金 月 水 土 火 （総務） 木 日 火
9 九月度例会 9 全国大会（松山） 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
火 （総務） 木 日 火 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水
10 10 10 10 10 会員会議所会議 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10
水 金 月 水 土 （久喜） 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木
11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 ASPAC（マレーシア） 11 11 11 11 11 11
木 土 火 木 日 水 水 土 月 木 土 火 金 日 水 金
12 12 12 十二月度理事会 12 12 12 12 三月度例会 12 12 12 12 12 12 12 12 12 十二月度第二例会

金 日 水 金 月 木 木 （地域） 日 火 金 日 水 土 月 木 土 （人財）

13 13 13 13 十二月第２例会 13 一月度理事会 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13
土 月 木 土 （会員） 火 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日
14 14 14 14 14 春日部新春賀詞交流会 14 14 14 14 14 14 八月度理事会 14 14 14 14 14
日 火 金 日 水 土 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月
15 15 15 コクアカ全体委員会 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 十月度理事会 15 15 15
月 水 土 (静岡） 月 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火
16 16 十一月度理事会 16 16 16 16 16 16 16 16 七月度理事会 16 16 16 16 16 16
火 木 日 火 金 月 月 木 土 火 木 日 水 金 月 水
17 十月度理事会 17 17 17 17 OB会新年会 17 三月度理事会 17 17 17 17 17 17 17 17 17 十二月度理事会 17
水 金 月 水 土 火 火 金 日 水 金 月 木 土 火 木
18 18 18 18 第二回新理事会 18 18 18 四月度理事会 18 18 18 六月度第一例会 18 サマーコンファレンス 18 18 18 18 18
木 土 火 木 新理事決起懇親会 日 水 水 土 月 木 （総務） 土 火 金 日 水 金
19 19 19 19 19 二月度運営会議 19 19 19 19 六月度理事会 19 19 19 19 19 十一月度理事会 19 19
金 日 水 金 月 木 木 日 火 金 日 水 土 月 木 土
20 コクアカ全体委員会 20 20 20 20 賀詞交歓会 20 20 20 20 20 わんぱく相撲草加大会 20 20 九月度理事会 20 20 20 20
土 (草加) 月 木 土 火 （執行部） 金 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日
21 21 ブロック新旧じゃがいもコン

ペ
21 21 21 21 二月度例会 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

日 火 金 日 水 土 （人財） 土 火 木 日 火 金 月 水 土 月
22 22 第一回理事セミナー 22 22 22 京都会議（京都） 22 22 22 五月度理事会 22 22 22 22 22 22 22 22
月 水 土 月 木 日 日 水 金 月 水 土 火 木 日 火
23 23 23 23 23 23 23 23 会員会議所会議 23 23 23 23 23 23 23 23
火 木 日 火 金 月 月 木 （G） 土 火 木 日 水 金 月 水
24 24 24 世界会議（ドイツ） 24 24 24 24 24 24 埼玉ブロック大会 24 24 24 24 全国大会（八戸） 24 十月度例会 24 24
水 金 月 水 土 火 火 金 日 (春日部） 水 金 月 木 土 （地域） 火 木
25 会員会議所会議 25 会員会議所会議 25 25 25 25 25 25 四月度例会（育成） 25 25 25 七月度例会 25 25 25 25 25
木 (幸手) 土 （秩父） 火 木 日 水 水 土 春の子どもフェスタ 月 木 土 （地域） 火 金 日 水 金
26 26 26 十一月第１例会 26 26 26 26 26 （予備日） 26 五月度例会 26 26 26 26 26 26 十一月度例会 26
金 日 水 （地域） 金 月 木 木 日 火 （人財） 金 日 水 土 月 木 （育成） 土
27 27 2015次年度予定者会

議
27 27 27 27 会員会議所会議 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27

土 月 （秩父） 木 土 火 金 （R） 金 月 水 土 月 木 日 火 金 日
28 28 28 28 28 二月度理事会 28 28 会員会議所会議 28 28 28 六月度第二例会 28 28 28 28 会員会議所会議 28 会員会議所会議 28
日 火 金 日 水 土 土 （B） 火 木 日 （わんぱく） 火 金 月 水 （B） 土 （R） 月
29 2015次年度予定者会議 29 十月度例会 29 29 29 一月度例会 29 29 29 29 会員会議所会議 29 会員会議所会議 29 八月度例会 29 会員会議所会議 29 29 29
月 水 （青少年） 土 月 木 （総務） 日 水 金 月 （B） 水 （G） 土 （育成） 火 （R） 木 日 火
30 30 第 一 回 新 運 営 会 議

（仮）
30 2015次年度予定者会

議
30 30 30 30 30 会員会議所会議 30 30 30 30 30 30 30

火 木 日 （春日部） 火 金 月 木 土 （R） 火 木 日 水 金 月 水
31 31 31 31 31 31 31 31 31
金 水 土 火 日 金 月 土 木


